
 

 

 

世帯数 3,160
人口 7,934
男 3,818
女 4,116

 

 
 
 

時
折
舞
う
雪
の
中
、
県
棚
田

２
０
選
に
選
ば
れ
た
棚
田
や
誕
生

佛
が
天
を
指
し
て
い
る
お
寺
等
、
霜

枯
の
山
道
を
長
老
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
バ
バ
友
と
散
策
す
る
。 

 

途
中
用
意
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
を
食

べ
て
い
る
と
、
農
家
の
方
か
ら
取
れ

立
て
の
大
き
な
人
参
が
ど
っ
さ
り

届
く
。「
今
日
の
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー

ク
は
土
産
付
き
じ
ゃ
ね
」
と
み
ん
な

で
も
ら
う
。 

 

帰
り
道
「
よ
い
っ
ち
ゃ
あ
夕
食
は

二
割
引
の
鰹
の
タ
タ
キ
と
ス
ー
パ

ー
ド
ラ
イ
か
ね
」「
い
い
や
の
う
、

人
参
も
ろ
う
た
か
ら
カ
レ
ー
に
す

る
ス
ジ
肉
で
」「
又
、
切
り
出
し
か

ね
」「
そ
れ
い
ね
、
ヤ
レ
ヤ
レ
」。 

 

バ
バ
友
２
人
、
大
き
な
人
参
３
本

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
転
び
も
せ
ず

ス
タ
コ
ラ
、
ス
タ
コ
ラ
歩
く
。 

活動時間 内容 団　体　名
1 9:00-11:30 農法 めだかの学校
4 9:30-12:00 歴史 菊川の歴史と文化を語る会

1・3
(1)12:30-16:30
(3)9:00-16:30

陶芸 菊川陶芸教室

毎週 19:00-22:00 ﾏﾝﾄﾞﾘﾝ 駒菊マンドリンクラブ
毎週 13:00-17:00 着物着付 わび会
毎週 13:00-16:00 体操 ３Ｂ体操菊川教室
4 12:00-16:00 読書 せせらぎ読書会

毎週 10:00-14:00 手芸 はっぴい倶楽部
2・4 10:00-12:00 大正琴 琴千代会
2 12:30-16:00 ちぎり絵 富岡和紙ちぎり絵
3 9:00-13:00 料理 男の料理教室

1・2・3・4 9:00-12:00 ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ 菊川フォークダンスクラブ

2・4 13:30-16:00 いきいきサロン みんな元気かい
1 13:30-15:00 健康体操 体操教室きくがわ

毎週 13:30-16:30 パソコン 菊川パソコンクラブ木曜会

毎週 10:00-13:00 人形劇 人形劇ぽっぽっぽ
毎週 10:00-15:00 洋裁 菊川洋裁教室
2・4 13:00-16:00 茶道 富岡茶道部
毎週 14:00-17:00 パソコン 菊川パソコンクラブ金曜会

毎週 18:30-21:00 ヨガ リラクゼーションヨガ
1 13:00-15:30 ちぎり絵 加見ちぎり絵サークル

1・3 12:00-14:00 生花 お花の会
毎週 9:30-11:30 ﾏﾝﾄﾞﾘﾝ 菊川マンドリンクラブ
4 9:00-14:00 園芸 菊川園芸クラブ

火 ・ 水
月

火 ・ 水

2
3

月末
10:00-14:00 食育 食育スタジオ

曜 日

月

火

水

木

金

土

日

活動時間 内容 団　体　名
2・4 12:00-17:00 謡曲 謡の会
4 10:00-11:30 さんさ保存 下上連合自治会さんさ保存会

1・2・3・4 14:00-17:00 日舞 あすなろ会
毎週 19:00-21:00 詩吟 詩吟朗詠錦城会富岡教場

水 毎週 13:00-16:00 健康体操 悠々会
2・3・4 9:30-11:30 ﾌｫｰｸﾀﾞﾝｽ 富岡フォークダンス
2・4 13:00-14:00 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ 富岡フラダンス教室（第一）

1・3 13:30-15:30 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ 富岡フラダンス教室（第二）

金 1・2・3・4 9:00-12:00 ｶﾗｵｹ 富岡カラオケ教室
土 1 19:00-21:00 チンドン隊 徳山ふるさとチンドン隊

曜日

月

火

木

活動時間 内容 団　体　名
月 1・2・3 18:00-20:00 詩吟 詩吟朗詠錦城会菊川教場
火 1・2・3・4・5 13:30-16:00 音楽 音楽探究会

水 1・3
(1)10:00-12:00
(3)10:00-15:00

ﾊﾟｯﾁﾜｰｸ 菊川パッチワーク教室

金 1・2・3・4 13:30-15:30 歌 野菊の会

曜日

【 菊川公民館 】 

【 ふれあいプラザ 】 

【 加見分館 】 

【 富岡分館 】 

井谷の桜広場 

※興味のある講座がありましたら、お気軽に公民館までお問合せください。体験、見学もＯＫです！ 

 
２
月 

 

日
（
水
・
祝
）
に
住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会

健
康
体
育
部
会
主
催
の
「
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
イ
ン
四
熊
ヶ

嶽
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、 

人

を
超
す
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

は
申
込
不
要
で
、
下
上
、
加
見
、
小
畑
、
四
熊
の
各
地
区

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
ま
す
。
目
指
す
は
四
熊
ヶ
嶽
下
権

現 
現
広
場
。
広
場
で
は
、

ぜ
ん
ざ
い
の
サ
ー
ビ

ス
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、
も

ち
ま
き
も
あ
り
ま
す
。

来
年
も
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 
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井
谷
地
区
を
守
る
会
が
、
少
し
で
も
活
気
の
あ
る
地
域

を
目
指
し
、「
し
く
ま
」
の
看
板
を
作
り
ま
し
た
。
井
谷

口
か
ら
四
熊
へ
上
が
る
道
の
途
中
に
あ
り
ま
す
。 

 

「
四
匹
の
熊
」
＝
「
四
熊
」
を
表
し
て
い
ま
す
。
親
熊

に
は
台
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
顔
を
の
ぞ
い
た
状
態
で
記 

念
撮
影
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
近
く
を

通
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
是
非
立
ち
寄

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

写
真
は
看
板
の
製

作
に
関
わ
っ
た
四
熊

の
み
な
さ
ん
。 

活動時間 内容 団　体　名
1 9:30-15:00 小物作り さわやか会

2・4 9:30-15:00 手芸 つむぎの会

毎週
火（2）

19:00-22:00
19:30-21:30

ｶﾗｵｹ
各種講座

菊川ネブカ会

金 1・2・4・5 13:30-16:00 音楽 音楽探究会
毎週 9:30-12:00 体操 ３B体操

毎週
13:00-17:00
19:00-22:00

囲碁 加見囲碁クラブ

木

土

曜日



 

昨
年 

第
４
回
の
「
菊
川
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
（
小

畑
）」
で
、
広
谷
地
区
の
棚
田
（
写
真
：
上
）
を
見
て
、

石
垣
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
。
全
国
に
棚
田
は
多

く
、
夕
日
に
映
え
る
棚
田
や
、
月
が
映
る
棚
田
を
写
真
で

見
る
が
、
棚
田
の
魅
力
は
そ
の
堅
牢
な
石
垣
の
構
成
で
あ

る
と
、
気
付
か
さ
れ
る
。
冬
に
な
る
と
、
そ
の
石
組
の
魅

力
が
見
え
て
来
る
。 

広
谷
地
区
の
石
垣
（
写
真
：
下
）
は
、「
踏
み
石
」
の

存
在
も
特
徴
で
あ
る
。「
踏
み
石
」
は
、
高
所
の
草
刈
り

や
石
垣
の
補
修
の
足
場
で
あ
り
、
そ
の
形
や
列
の
配
列
、

高
さ
が
、
菊
川
地
域
で
も
、
微
妙
に
地
域
性
が
あ
る
と
感

じ
る
。 

 

又
、
小
畑
の
棚
田
群
の
形
成
は
、「
関
ヶ
原
の
戦
い
」

以
後
、
新
田
開
発
と
し
て
始
ま
っ
た
と
も
聞
い
た
。
毛
利

氏
は
１
１
２
万
石
の
領
主
で
あ
っ
た
が
、「
関
ヶ
原
の
戦

い
」
で
負
け
、
防
長
ニ
州
の
３
７
万
石
に
な
っ
た
。
そ
の

為
多
く
の
家
臣
団
と
共
に
、
領
国
運
営
を
せ
ざ
る
を
得
な

く
、
ま
ず
食
べ
る
こ
と
が
塗
炭
の
苦
し
み
で
あ
っ
た
こ
と

が
こ
の
棚
田
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
会
社
で
言
え
ば
、
売

上
が
約
１
／
３
に
減
少
し
て
も
、
リ
ス
ト
ラ
の
人
員
削
減

を
し
な
い
経
営
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
は
、
東
国
で

毛
利
氏
と
同
様
に
、
鎌
倉
幕
府
以
来
の
名
門
の
上
杉
氏
も

１
２
０
万
石
か
ら
３
０
万
石
の
減
封
が
あ
っ
た
。
会
津
若 

   

 

松
か
ら
山
形
県
の
米
沢
に
移
住
し
て
も
、
家
臣
団
を
リ

ス
ト
ラ
せ
ず
に
、
武
士
団
が
新
田
を
開
発
し
て
飢
え
を

凌
い
だ
。
こ
の
両
藩
に
は
、
財
政
再
建
の
為
、
共
に
名

君
を
輩
出
す
る
共
通
点
も
あ
っ
た
（
七
代
藩
主 

毛
利
重

就
（
英
雲
）
／
九
代
藩
主 

上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
共
に
養

子
で
あ
る
こ
と
も
共
通
。
上
杉
鷹
山
を
、
米
国
大
統
領 

ケ
ネ
デ
ィ
も
尊
敬
し
て
い
た
） 

し
か
し
、
こ
の
両
藩
が
幕
末
に
激
突
し
て
、
米
沢
藩

は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
中
心
で
あ
り
、
賊
軍
と
し
て
、

明
治
維
新
後
は
厳
し
い
道
を
歩
く
運
命
に
な
っ
た
。
こ

の
違
い
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
毛
利
藩
に
は
大
内
時
代

以
来
、
海
か
ら
新
し
い
文
化
や
物
資
が
流
入
し
た
こ
と

と
、
米
の
増
産
だ
け
で
な
く
、
塩
、
紙
、
木
蝋
（
四
白

政
策
）
な
ど
副
商
品
に
よ
り
、
財
力
を
貯
め
る
勤
勉
さ

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
想
像
さ
れ
る
。 

  

棚
田
の
石
垣
や
「
踏
み
石
」
を
見
て
い
る
と
、
そ
の

勤
勉
さ
や
先
人
の
知
恵
が
見
え
て
来
る
。
又
、
今
年
始

ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
も
、
そ
ん
な

視
点
か
ら
長
州
と
他
藩
と
の
違
い
を
眺
め
る
の
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
？ 

小畑の棚田の 

「踏み石」 

「
菊
川
の
マ
ッ
サ
ン
」
と
題
し
て
、
菊
川
地
区
で
国
際
結
婚
を
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
を
取
材
し
ま
し
た
！ 

ド
ワ
イ
ヤ
ー 

ダ
ー
シ
ー 

英
世 

さん さん 

（
妻
） 

（
夫
） 

‐そ
れ
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
ダ
・
英
）
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

‐ダ
ー
シ
ー
さ
ん
の
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？ 

（
ダ
）
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
近
く
の
ビ
ク
ト

リ
ア
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 

ビ
ク
ト
リ
ア
は
山
口
県
と
同
じ
よ
う
な

気
候
の
街
で
す
。 

‐で
は
、
お
二
人
の
出
会
い
は
？ 

（
英
）
私
が
語
学
留
学
を
す
る
た
め
に
カ
ナ
ダ
に

行
っ
て
、
そ
こ
で
出
会
い
ま
し
た
。 

‐日
本
に
来
て
何
年
に
な
り
ま
す
か
？ 

（
英
）
日
本
は
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
下

松
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
２
年
前
に
菊

川
に
来
ま
し
た
。 

 
 

 

主
人
は
も
と
も
と
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
や

ナ
ル
ト
が
好
き
で
、
日
本
に
興
味
を
も
っ 

て
い
ま
し
た
。 

‐ダ
ー
シ
ー
さ
ん
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

（
英
）
英
語
の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
企
業
や

学
校
で
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
。
今
度
、

菊
川
で
英
会
話
教
室
も
開
け
た
ら
な
ぁ 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

‐ダ
ー
シ
ー
さ
ん
、
日
本
は
ど
う
で
す
か
？ 

（
ダ
）
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
カ
ル
チ
ャ
ー
（
素

晴
ら
し
い
文
化
が
あ
る
ね
）
！ 

‐日
本
で
旅
行
は
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

（
ダ
）
広
島
や
福
岡
、
京
都
な
ど
に
行
っ
た
け

ど
、
山
口
県
が
一
番
安
全
で
キ
レ
イ
。 

‐菊
川
は
住
み
や
す
い
で
す
か
？ 

（
ダ
）
近
所
の
み
な
さ
ん
が
す
ご
く
優
し
い
。

そ
し
て
永
源
山
公
園
が
近
く
て
、
住
み

や
す
い
し
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
も
近
い
。

ナ
イ
ス
コ
ー
ス
！ 

（
英
）
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
な
ん
で
す
（
笑
） 

‐カ
ナ
ダ
に
帰
り
た
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
？ 

（
英
）
主
人
は
ホ
ン
ト
に
日
本
が
好
き
み
た
い

で
、
カ
ナ
ダ
に
家
族
で
帰
っ
た
ら
、
日

本
が
恋
し
く
て
日
本
に
帰
り
た
い
っ
て

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
（
笑
） 

‐日
本
の
こ
と
を
好
き
と
言
っ
て
頂
け
る
と
嬉

し
い
で
す
ね
。
日
本
食
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

（
英
）
漬
物
が
大
好
き
で
す
ね
。
特
に
福
神
漬

が
好
き
み
た
い
で
す
。
あ
と
は
梅
干
し

が
苦
手
み
た
い
で
す
（
笑
） 

‐お
子
さ
ん
と
の
会
話
は
？ 

（
英
）
子
ど
も
に
は
両
方
の
言
葉
で
話
し
か
け

ま
す
ね
。 

（
ダ
）
で
も
今
は
特
に
日
本
語
で
話
す
こ
と
が

大
事
な
時
期
だ
と
思
う
。 

‐そ
れ
で
は
最
後
に
、
菊
川
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。 

（
ダ
・
英
）
菊
川
で
よ
く
公
園
に
行
き
ま
す
。

も
し
良
け
れ
ば
、
出
会
っ
た
と
き
に
「
ハ

ロ
ー
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
菊

川
に
長
く
住
む
予
定
な
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

‐お
忙
し
い
中
、
今
日
の
取
材
に
ご
協
力
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ドワイヤー家のみなさん 

（右） ソラナ ちゃん 

（左） リオナ ちゃん 

四熊小 現校舎の完成（昭和３０年） 

「へいわってすてきだね」 
「どんぐりむらのぱんやさん」 「ノラネコぐんだんきしゃぽっぽ」 

「満願」 「いなくなった私へ」 「女王はかえらない」 「キャプテンサンダーボルト」 

「マスカレードイブ」 「マスカレードホテル」 「警視庁二課特命指揮官」 「料理のきほん練習帳」 

東野圭吾作 

 ２作品 

　
四
熊
小
学
校
に
改
名

158

西暦18761996 1976 1955 1945 189919472015 2006

年号27 18 平成8 51 30 昭和20 32 明治9

沿
革

　
休
校
式

（
児
童
は
菊
川
小
学
校
へ

）

　
開
校
　
周
年
記
念
植
樹

　
中
国
地
区
こ
ど
も
音
楽
会
最
優
秀
校

　
開
校
　
周
年

　
新
校
舎
改
築
起
工
式

　
開
校
　
周
年

　
四
熊
小
学
校
最
多
児
童
数

22

児童数5 14 19 53 130 243

　
現
在
位
置
に
新
校
舎
を
開
設

　
庄
原
小
学
校
と
称
し

、
学
校
開
設

80100130


